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地方病型牛白血病は、牛白血病ウイルス（以下ＢＬ

Ｖ）に起因する致死性のリンパ肉腫で、発症率は 5 ％

以下といわれている。

しかし近年、沖縄県を含め全国的に発生件数が増

加傾向にあり、感染拡大が懸念されている（図 1 ）。

図 1 地方病型牛白血病の概要

生後早期に感染した子牛はリンパ球増多症となり感

染源になる可能性が高いことや、発病に至る期間が短

いとされることから、子牛への感染防御が重要となって

いる。また、初乳中の移行抗体により生後 2 ～ 3 ヵ月

は感染が防御されるともいわれている。（図 2 ）。

図 2 ＢＬＶの伝播経路

そこで当所ではこれまでに自然哺乳を主体とする黒

毛和種におけるＢＬＶ母子感染状況の実態を調査し、
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• 生後早期に感染すると多くの子牛はリンパ球増多症牛となり感
染源になり、発症までに至る期間も短くなる。

• 初乳中の移行抗体により生後２，３ヶ月は感染が防御される。

昨年報告している。その結果等から「黒毛和種におけ

る牛白血病の母子感染防御技術指針」を策定した。こ

の指針では一般的に提唱されている対策も盛り込んで

いるが、新たな対策として「黒毛和種の場合は初乳を

十分給与し移行抗体消失までに離乳・隔離すべき」と

いうことを掲げている。(図3)。

図３ 母子感染防御技術指針

今回、本病の発生がみられた黒毛和種繁殖農場に

おいて本指針の実証を行った。当該農場では当初子

牛を分娩房内で自然哺乳させた後、離乳時まで他母

子とともに同居させていた。感染実態を調査するため、

分娩房内で自然哺乳した母牛同居の生後８日齢以内

の子牛 ５頭 と 他母子とともに離乳時まで群飼させ

ていた子牛１０頭について検査を行った。 (図4）。

図４ ＢＬＶ感染実態調査

１．初乳の給与
感染母牛から直接初乳を摂取した子牛は、初乳中の牛白血

病ウイルスに対する移行抗体により生後２～３ヶ月は感染抵抗
性を示すといわれている。また、１歳未満の和牛においては感
染率が非常に低く、感染の原因も胎盤などからの垂直感染の可
能性が高いことから、和牛においては初乳からの感染の危険性
は低いと考えられる。そのため、和牛においては初乳を十分に
給与する。
２．直腸検査手袋の１頭ごと交換

「直腸粘膜の損傷回数と、使いまわす頭数が多いほど感染
率が高くなる」「直腸粘膜の損傷がなくても、直検手袋の使いま
わしで感染がみられる」とされていることから、直腸検査時は１
頭ごとに手袋を交換する。
３．吸血昆虫の駆除

アブやサシバエ等の吸血昆虫による媒介も本病まん延の重
要な要因であると考えられている。外部寄生虫駆除剤の定期的
塗布、防虫ネットの設置、堆肥からの吸血昆虫発生を抑える処
置等を実施する。
４．出血を伴う作業時の器具消毒

除角・去勢など出血を伴う作業時に器具を消毒しないまま使
いまわすことによっても感染が成立するといわれている。出血を
伴う作業時は１頭ごとに器具の消毒を行う。
５．感染牛の隔離飼育

感染牛からの伝播を防ぐため、感染牛と非感染牛が近くにな
らないように牛舎内の配置換えを行う。または、感染牛と非感染
牛の間に防虫ネットを設けて隔離状態にする。
６．感染牛の摘発・淘汰

本病は治療法がなくワクチン等の予防方法も確立されてい
ないことから、感染牛を早期摘発・淘汰することが望まれる。
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＜検査方法＞

抗体検査は、血清を用いて受身赤血球凝集反応

（ PHA ）およびＥＬＩＳＡにて行った。遺伝子検査は

nested PCR を行った。(図5)。

図５ 検査方法

＜結果＞

母子同居の子牛においては感染率０％、群飼の子

牛 においては感染率７０％という結果となった。 こ

のことから子牛への感染は初乳等による母牛からの感

染でなく水平感染の可能性が高いと考えられた。(図6)

図 6 結果
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■抗体検査
PHA（受身赤血球凝集反応）およびELISA

■遺伝子検査法
nested PCR

(Fechnerらの報告に従いBLVenv遺伝子gp51領域を標的とした)
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この結果を踏まえ、本指針に基づく指導を実施し

た。指導によりこの農場は「母子を分離飼育する」飼養

管理方法に変更した。変更後の感染状況を変更前と

比較し、これを感染阻止試験とした（図7）（図8)。

図 7 指導に基づく指導の実施

図８ ＢＬＶ感染阻止試験

＜結果＞ 母子別飼の子牛 については感染率２０％

という結果であった。感染実態調査時の群飼子牛の感

染率７０％という値と比較すると母子分離飼育により感

染率が低下したと考えられた。ＢＬＶが子牛へ感染した

原因を探るため、リアルタイムＰＣＲ法を活用して分析

を行った（図９）。
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図９ 結果

材料は、今回実証を行った農場の検体と昨年まで

に調査してきた農場の検体を用いて、母子感染が成

立した母子１１組と成立しなかった母子３１組のうちの

母牛について検査した（図10）。

図 10 リアルタイムＰＣＲによる母子感染リスクの検証

＜結果＞

ＢＬＶコピー数が多いほど子牛にも感染している傾向

がみられた（図11)。

図１１ 結果①
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発症牛およびリンパ球増多症牛はＢＬＶコピー数が

非常に多く、子牛への感染が成立している（図12)。

図１２ 結果②

実証を行った農場の子牛のうち感染阻止試験にお

いて感染が確認された子牛の母牛はいずれもＢＬＶコ

ピー数が多いことがわかる。つまり、ＢＬＶ感染量の多

い母牛から感染をうけたということになる（図１３）。

図１３ 結果③

＜考察＞

昨年の報告と同様に、初乳を介した感染リスクは低

く、移行抗体消失後の水平感染が感染拡大の主な原

因であることが推察された。また、初乳給与後に母子

を分離して飼育することにより子牛のＢＬＶ感染率が抑

えられることが推察された。リアルタイムＰＣＲの結果か

ら、発症牛やリンパ球増多症の牛だけでなくＢＬＶ感染

量が多い母牛も子牛へ感染させる可能性があることが

示唆された。発症率がそれほど高くない本疾病に対す

る淘汰更新や陰性・陽性母牛の分離飼育は農家の経

済的負担も多く現実的ではない。供用年数が長い黒

毛和種繁殖農場の場合、ＢＬＶ清浄化にまでに長い時

間を要するため対策の効果を実感しにくい面がある。
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それに対し、今回実証した「初乳給与後の早期母子分

離飼育」はＢＬＶ感染防止のみならず各疾病予防や繁

殖生産性向上の観点からも取り組みやすい手法であ

り、母牛の対策に比べ短期間で一定の効果が期待で

きることから、高率感染農場では優先すべき対策と考

えられる（図１４）。

図１４ 考察

＜課題＞

今回実証を行った農場において、母子を分離飼

育する方法に変更後においても感染が確認された子

牛について、感染ウイルス量の多い母牛からの感染と

いうことまでは判明した。しかし、出生前の胎盤感染な

のか分娩時の産道感染なのか、あるいは初乳やその

他の原因による感染なのかは、今回の結果からは不

明である。このことを含め、本疾病については今後も様

々な調査・検討を重ねていく必要がある。 また、今後

も各農場が通常の運営を行いながら経済的損失を最

小限に抑える形でのまん延防止対策に取り組む必要

がある（図１５）。

図１４ 課題

初乳を介した感染リスクは低い
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母子分離飼育により子牛のＢＬＶ感染率が抑えられる

初乳給与後の早期母子分離飼育は取り組みやすく

短期間で一定の効果が期待される

ＢＬＶ感染量が多い母牛は子牛へ感染させやすい

課課 題題

各農場が通常の運営を行いながら経済的損失を最小限
に抑える形でのまん延防止対策に取り組む必要がある。

感染母牛から子牛への感染の詳細な原因について、今
後も調査・検討を重ねていく必要がある。


